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1 はじめに 

 教室での一斉授業において教授者が行なう机間指導は

学びを支援する上でたいへん重要な役割を果たしている．

机間指導が適切に行われたかどうかは受講者への働きか

けの方法や内容が大きな要因となるが，同時に巡回した

経路も大切な要因である．そのため，教室内での移動経

路を記録する試みがこれまでに提案されてきた(1)が，環

境整備の必要があった．一方，様々なセンサが搭載され

たスマートフォンにより屋内位置測位技術が急速に進歩

してきており(2)，中でも高精度な測位が可能とされてい

る地磁気データを用いた位置情報サービスが新たに注目

を集めている．そこで，巡回した経路を可視化すること

により机間指導における学習機会の偏りを確認でき，改

善につなげられる机間指導支援システムを，地磁気デー

タによる位置情報サービス（IndoorAtlas）を利用した

Android 用アプリケーションとして開発した． 

 

2 IndoorAtlas 

 IndoorAtlas（インドア・アトラス）とは，2012 年に

フィンランドで創業した IndoorAtlas 社が提供している

スマートフォン用の地磁気を用いた位置情報サービス(3)

である．IndoorAtlas から提供されたスマートフォン専

用アプリケーションによって事前に地磁気データを登録

した上で，位置測位を行なうものである．屋内において

は GPS や WiFi などを用いた測位よりも高い精度をスマー

トフォンのみで実現するという手軽さから注目を集めて

いるサービスである． 

 

3 システムの概要 

 本研究で作成した Android 用アプリケーションは，

IndoorAtlas へ登録した教室内での巡回経路をスマート

フォンの画面に表示し可視化するものである． 

 

3.1 IndoorAtlas への登録 
本システム利用にあたり，事前に IndoorAtlas へ下記

のデータ登録が必要になる． 

・教室の情報とフロアマップ画像 

・IndoorAtlas 提供アプリによる教室の地磁気データ 

 

 

 

 

 

 

これらの登録により ID を取得することができ，巡回時

の地磁気データをフロアマップ上の座標データに変換し

た値として得ることができる． 

 

 

 
図 1.ユーザ側と IndoorAtlas とのやり取り 

 

 

3.2 経路表示 
巡回して得られた地磁気データは順次 IndoorAtlas へ

送信され，IndoorAtlas 側での地磁気マップとの照合に

より，測位した座標に変換され返される．その座標を線

で結ぶことにより巡回経路をリアルタイムで表示する． 

 

3.3 ファイルの保存と再表示 
測位した座標，次の座標取得までにかかった時間の情

報をファイルとして保存する．保存された情報を基に測

位時と同様な軌跡を再表示することができる． 

 

3.4 滞在時間と測位地点の重複表示 
今回は一例として 20 秒以上同じ地点が測位された場合

には黒の円を，60 秒以上は赤の円を表示することにより，

滞在時間を視覚的に表現した．また，フロアマップ画像

を 10 ピクセルごとに区切り，その中にどれだけ重複して

いたかを点の色を変えて表示することにより，巡回経路

の偏りの確認を行なうことができる． 
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4 実験と結果 

 実験は埼玉工業大学 26 号館 2633 教室にて行ない，ス

マートフォンは Xperia Z1（SO-01F）を使用した． 

 

4.1 地磁気データの登録と測位 
事前に IndoorAtlas への教室内の地磁気データの登録

を行なった．登録を行なった経路は図 2 のとおりである．

巡回は図 3 のように行ない，巡回距離は約 100ｍである． 

 

 
図 2.地磁気データを計測した経路 

 

 
図 3.巡回を行った経路 

 

4.2 経路表示 
 測位を行った結果，図 4の結果を得た． 

 
図 4.実際に測位された経路 

 

4.3 測位精度 
図 3のように一周巡回した時，一定の歩行速度による

測位精度について，通常，少し速い，遅いといった 3パ

ターンの体感速度で検証を行なった．結果を表 1 に示す． 

 

 

表 1.歩行速度による測位精度 

体感速度 
秒速

(m) 

取得座標数(個) 精度

(%)  うち誤り 

遅い 0.5 194 24 87.6

通常 0.7 153 16 89.5

少し速い 0.9 127 18 85.8

 
 通常速度での測位に関しては，約 89％の精度を得るこ

とができ，実際に巡回したおおよその経路を確認するこ

とができた．また，通常よりも遅い速度や速い速度の際

には通常速度に比べて精度が低下したものの，85％以上

の精度を得ることができた． 

 

4.4 滞在時間表示 
 歩行速度を変えつつ指導を行なったと仮定し，20 秒間

と 60 秒間の停止をそれぞれ 2 か所で行なった．滞在時間

を表示した結果が図 5 である．実際の停止位置とほぼ同

じ位置で停止の検出ができていることが確認できた． 

 

 
図 5.停止を含めた結果 

 

5 まとめ 

 机間指導の巡回を地磁気データによる位置情報サービ

スを利用することで，スマートフォンのみで測位を行な

うことができた．また巡回した経路をタイムリーに可視

化することができた．一方，IndoorAtlas 利用のために，

フロアマップ画像や地磁気データの登録を行わなければ

ならないことや，スマートフォンの持ち方により精度が

得られないなどの制約がある．今後は，誤差そのものを

減少させる手法を見つけていくとともに，誤差を補正す

る機能などの追加が必要であると考える． 
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